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若年者胃癌手術症例の臨床病理学的検討
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要 旨 :1976年 1月 から2000年 12月 の間に施行された胃癌手術症例976例 に対して,40歳未満の53例を
若年者,40歳以上75歳未満の795例 を壮年者,75歳以上の128例を高齢者と分類し,予後を含めた臨床

病理学的検討を行った。若年者症例は全体の5.4%で あり,患者背景として女性の割合が他群に比べ

多かった。肉I艮的所見では腫瘍の局在は M領域に多く,肉眼型は表在型が多かった.組織学的所見
では低分化腺癌が有意に多かった.手術所見においては他群に比べて腹膜播種症例が多かった。予後

では,全対象例,根治手術症例において他群に比べて有意に良好で,進行癌症例でも他群と同等であっ

た。以上より若年者症例は他の年齢群と比べて,低分化腺癌が多いにもかかわらず予後は良好であり,

術前併存疾患も少ないことが予想されるため,根治をめざした積極的な治療が必要であると考えられ

る.
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緒  言
生存率は Kaplan―Mcicr法 により算出,多 変量解析は

COX比例ハザード分析を用いて p<0.05を もって有意

本邦で多いとされる胃癌は本邦悪性腫瘍で罹患率 1位 があるとした .

(男性 1位 ,女性 2位),死亡率 2位 (男性 2位,女性 3
結  果

位)であり1)中 高年に多 く,若年者胃癌は発生頻度が少

ない2)3)._般 に若年者胃癌は高齢者に比較 して予後は 結果を表 1,2に示す。

不良と報告されている
4)0). 今回,わ れわれは若年者

胃癌の臨床病理学的特性と予後を明らかにするために , 1.性男」

壮年者ならびに高齢者胃癌との比較検討を行った . A群 で は28例 (52.8%)が 男 性,25例 (47.2%)が

女性であり,他群に比べ性差が低 く,相対的に女性が多
い結果となった (表 1).

大学附属病院第一タト科で行われた初発胃癌切除症例は976  2.月重瘍占拠部位
例であった。40歳未満の53例 を若年者 (以下 A群),40   A群 では33例 (62.3%)が 胃中部 (M)領域に腫瘍を

歳以上75歳未満の795例 を壮年者 (以下 B群),75歳 以   認め,胃 下部 (L)領域は12例 (22.6%)と 少ない結果
上の128例 を高齢者 (以下 C群)と 分類し,臨床病理学   となった。年齢群が上昇するのに伴い L領域の腫瘍が

的検討を行った.胃癌の部位,深達度, リンパ節転移,   増加する傾向が見られた。

総合的進行度は胃癌取扱い規約13版
7)に基づいて定義

し,統計学的処理はχ二乗検定 と t検定を用い,累積
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対象及び方法

1976年 1月 から2000年 12月 までの25年間に,横浜市立

575


